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短　報

明治末期 か ら昭和 戦前 期の 耳鼻咽喉科 医師 に よ る聾唖 教育 へ の 関与

　　　　　　　九州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教室 を中心に

佐 々 木　順二

　明治末期か ら昭和戦前期の 日本の聴覚 障害教育 の 方法的整備 に耳鼻咽喉科学が果 た

した役割 を明らかにす るため に、九州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教室の 臨床 ・研究

環境の 整備が 国内の 聾 唖教育の 方法的整備に どの よ うに関与 した の か を分析 した 。 同

教室 に よる聾唖教育の 方法的整備 へ の 関与の 内容を要約すれば 、   無響室 、声音及言

語障碍 治療部等の 設置に よ る聾唖 や残聴利用の 基礎的 ・臨床的研 究の 促進、  臨床 ・

研究上 の 知見に 基づ く、福岡盲唖学校の 口話教育 ・残聴利用 の 教育 との 連携、  聾唖

教育関係者 へ の 日本初の 検査設備 ・機器 の 紹介 とい う三 点で あ っ た 。 今後 、 同時期 に

お ける聴力検査の 実質的効果 、 耳鼻咽喉科医師に よる聾唖 教育の 制度的 ・方法的整備

へ の 影響等 、 さらに解明 して い く必要があ る 。

キー ・ワ
ー

ド ：聾唖 教育

　　　　 　　 治療部

耳鼻咽喉科学　九州 帝国大学　無響 室　声音及言語障碍

1．は じめに

　聴覚障害は 、 障害児教育史の 観点か らみ れ ば、

さまざまな教育方法の 開発 ・革新に よ っ て、聴

者 と の 近似が期待されて きた
一

方で 、
コ ミュ ニ

ケーシ ョ ン 上 の 固有の ニ
ーズ を有 しつ づ けて き

た障害であ ると思わ れ る 。

　20世紀の 初頭か ら前半期に か けて の聴覚障害

教 育の 方法上 の 革新 の
一

つ は 、「聾唖 」 児の

「残聴」の 様相をよ り正確 に把握する知見 と技

術 を得、子どもの 残聴の 様相に応 じた教育が組

織的 に行わ れ る ように な っ た こ とで あろ う。 も

っ と も、 聴覚 を活用 した教育が試行 的実践 の 段

階か ら、 制度的整備 を伴う組織的実践の 段階へ

と転換す る 時期 は国に よ っ て異 なる 。 最早期 に

聴覚を活用する教育が組織的に始まっ た ドイッ

で は、20世紀初頭 には公立学校の 中に難聴児の

た め の 学級が 開設 され た （1902年 ：ベ ル リ ン

市，1906年 ：ケム ニ ッ ツ 市，1911年 ：ハ ン ブル グ

聖 徳大学児童学部

市） （藤井 ［1973コ108）。

　こ の ような ドイツ における難聴児の た め の 学

級の 開設 は、聾児と難聴児 の 教育 の 方法上 の 分

化 を意味するが 、 同様の 分化は、そ の 後 、 ア メ

リカ合衆国や 日本で も生 じて い っ た と考え られ

る。

　と こ ろで 、上述の よ うな聴覚障害教育 の 方法

上 の 分化 を可能 に した要因は何で あろ うか 。 そ

の 要因に は、無論 、 聾唖学校教師たちの 実践 の

蓄積 に帰 され る もの もあろ うが、20世紀初頭 に

独立領域 として 確立 す る耳鼻咽喉科学の 医師た

ちの 研究や活動 に帰 され る もの も大 きか っ た と

考えられ る 。 例 えば 、 1911年 4 月に ベ ル リ ン で

施行 され た補助 学校 で の 教授 に 関する 規定で

は 、難聴児の 診断の 際には必要に応 じて 耳鼻咽

喉科 医 師 が 加 わ る こ とが 明記 され た （荒川

［1990］　83）o

　日本で は 、 1902 （明治35）年の 東京大学医学

部耳鼻咽喉科学教室の 設置 を最初 に、明治末期

か ら昭和 戦前期にか けて 、 ドイツ 留学を終え た
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医師やその 教 え子たちを担 い 手 とす る耳鼻咽喉

科学教室が 、全国の 大学や 医学専 門学校等 に開

設 され て い っ た （終戦 まで に約40教室）。 そ し

て耳鼻咽喉科医師の 中には 、聾唖 児 ・者の ため

の 学校や 社会環境の 整備の 必要 を喚起す る論文

を発表 した り、 ある い は聾唖学校教師の ため の

講習会の 講師 を担当 した りとい っ た形 で、日本

の 聾唖教 育の 制度や 方法の 充実に関わ っ た者が

い た 。 しか し、初期 の 耳鼻咽喉科医師たちが 、

日本の聾唖教育の 方法上 の 整備 に い か なる影響

を与えて い っ た の か に つ い て 、 詳細はわか っ て

い な い
。

　そこ で 本論で は 、 日本の 聾唖教育の 方法上 の

整備 に耳鼻咽喉科学が 果た した 役割を明 らか に

して い くた め の 歩 とし て 、九 州帝国大学医学

部耳鼻咽喉科学教室 （以下 、 九 大耳鼻科） を事

例 に取 り上 げ 、 同教室の 臨床 ・研究環境 の 整備

が 、国内の 聾唖教育 の 方法 的整備に どの よ うに

関係した の か を素描する こ とを 目的とする 。

　九大耳鼻科 は、1906 （明治 39）年 4 月に 京都

帝国大学福 岡医科大学 （九州帝国大学医学部の

前 身） に開 設 され （国内で は八 番 目）、 翌年 2

月 に ド イ ツ 留学 か ら 帰 国 した 久 保 猪 之 吉

（1874−1939）を教授に 迎 えて 以降、内外の 耳鼻

咽喉科学の 拠点の
一

つ とな っ た 。

1 ．聾唖教育 と耳鼻咽喉科学

　本論文末の年表は、明治初期か ら昭和戦前期

まで の 日本の 聾唖教育 と九州帝国大学医学部耳

鼻咽喉科学教室 を中心 とする 内外 の 耳鼻咽喉科

学の動向との 関係 を整理 した もの で ある 。

　聾唖教育 と耳鼻咽喉科学 との 関係 は、パ リ聾

唖 院の 学校 医で あ っ た耳科医 イ タ
ー

ル （Itard，

J．M ．1775−1838）に遡る 。 彼は残存聴力の ある

子 ど もに対 し、聴取可 能な音の 強弱、高低 の 検

査、リズム 感や言葉の 聞 き取 りの 指導 を行 っ た。

そ の 後、オース トリア の 耳鼻科医 ・
ウ ル バ ン チ

ッ チ （Urbantschitsch，　V．1847．1921）は ウ ィ
ーン

聾学校 の 生徒 60名 を対象 に 、 肉声を直接耳に送

り込ん で 聴覚を覚醒 させ る訓練を、また ドイ ッ

の 耳鼻科医 ・ベ ツ オ ル ド（Bezold，
　F．1842・1908）

は ミ ュ ン ヘ ン聾学校の 生徒 を対象に 、 連続音叉

に よ り音の 高低と失聴程 度 とを検査 し、残存聴

力の 適切な利用 と、言語音を意味の ある形に結

合する こ とが可能で ある こ とを主張 した （文部

省 匚1992］ 316−317）。

　 ア メ リ カ の 医師
・ゴ ー ル ド シ ュ タ イ ン

（Goldstein，　M ．　A ．1870−1942）は 、 ウ ル バ ン チ ッ

チ に学 び 、 帰国後耳鼻科医 とな り、 6 〜 8歳の

聾の 女児16人 に 耳科学 を活用 した訓練 を行 っ た

（文部省 匚1992］317）。 ゴール ドシ ュ タ イ ン は、

1914年 に中央聾研 究所 （Central　lnstitUte　fbr　the

Deaf）を設立 し、口話教育 、 カ ウ ン セ リン グ 、

聴覚 に関す る ク リ ニ ッ ク 、 子どもと成人へ の読

唇指導と発音矯正等 を行 い 、同研究所は聾教育

の 臨床 ・研究、教 師教育の 拠点として 発展 した

（CID ホ
ーム ペ

ー
ジ）。

　 H 本には、明治20年代以降、フ ラ ン ス 、 ドイ

ツ、オース トリア等 へ の 留学 に よ り、 耳鼻咽喉

科学が持 ち込 まれ た 。 中で も、東京帝国大学医

学部助教授で 外科が 専 門で あ っ た岡 田和一郎

（1864−1938）は、同大医学部に 未設で あ っ た耳鼻

咽喉科学講座の 主 任候補 と して、1896（明治29）

年 3 月か ら ドイツ 、 オース トリア に派遣 され、

上述 の ウ ル バ ンチ ッ チ 、ベ ツ オル ドの 理 論を学

ん だ （東京聾唖 学校 ［1935］ 232−233； 日本耳鼻

咽喉科 史編纂 委 員会 ［1983］ 211）。岡 田 は 、

1899 （明治 32）年 12月に帰国後 、 耳鼻咽喉科学

講座 の初代担当者 とな り、外来診療 と耳鼻咽喉

科学の 後進育成に従事した 。 後述す る久保猪之

吉は学士卒業後 、 最初に 岡田 の 講座 に入 り、そ

の 薫陶を受けた
一

人で ある 。

　岡田と聾唖教育 との 関わ りには 欧州の 先達の

影響が窺 える 。 すなわち岡田は 、1900 （明治33）

年 9 月に東京盲唖学校で 「聾唖聴力 回復」 と題

して 聾唖 児 の 残聴を 利用 した 教育 を紹 介 し、

1903 （明治36）年に 同校に教員練習科 （後 、 師

範部）が設立 される と、その 嘱託講師を継続 し

て担当 した （東京聾唖学校 ［1935］232−233； 日

本医事新報社 ［1938］ 209−212；佐 々 木 ・中村

［2004］ 94）。 岡田 の 「聾 唖聴力回復」の 講義

は 、 ウ ル バ ン チ ッ チや ベ ツ オ ル ドの 研究成果 を
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明 治末期か ら昭 和戦前期の 耳鼻咽 喉科医 師 に よ る聾唖 教育へ の 関与

紹介 し、「中音 （中音域 の 音階
一

引用者）を聴

き得る者は耳 に よ っ て 言語教授」する ほ うが適

切で ある こ と 、 ドイツ で は 1899年か ら全 国の 聾

唖学校 に 耳科医 が顧 問 として 置かれ、聴 力回

復法が 実施さ れ る よ うに な っ た こ とを紹介 し

た 。

　他方岡田 は、聾唖教育の義務制実施や成人聾

唖者 の 社会的保護 と い う、当時の 聾唖児 ・者

の 教 育 ・福祉 の 問題 に も関心が あ っ た 。 1925

（大正 14） 4 月に行われた 「聾唖の 社会的問題」

と題す る講演で は、聾唖問題 を教育的学 問的方

面 と社会救済的方面 とに分け、前者で は、指導

上の 意思疎通方法であ る手話法の 意義 を認め つ

つ 聾唖児の 聴力評価 と聴能を活用 した教育の 必

要性 を訴える とと もに 、 欧米諸国 の 多 くで 整備

され つ つ あ っ た聾唖児の 就学義務制を日本国内

で も実施す る こ とを訴えた 。 後者で は、聾唖者

の 犯罪の 原 因に は生育環境 の 問題 や教育 の 欠如

がある と して 、 教育に よ っ て手に職を付けさせ

る こ と、 それが困難な場合 に は 「特別の 収容所」

を設 ける こ との 必要 を述べ た 。 岡田は、医師と

して 聾唖の 予防に も関心が あ っ た （岡田 ［1925］

10−18）。

　聾唖児 ・者の 教育 ・福祉 に対する 岡田 の 関心

は 、 聾唖者 の 最初の 全国組織で ある 日本聾唖協

会 （1915 ［大正 5］ 年11月発足）の 名誉理事、

日本聾口話普及会 （1925［大正 14ユ年 7 月発足）

と聾教育振興会 （1931 匚昭和 6 ］ 1 月発足 ）の

顧 問を歴任 した こ とか らも窺 える （聾唖 月報社

［1935］　174−177；580−582；778）

　 こ の ように 内外 の 耳鼻咽 喉科の 医師の 中 に

は 、 聾唖教育 との 接点 をもち 、 教 育の 前提 とな

る聴覚疾患 や聴力評価へ の 理解の 促進、聴能 を

活用 した教育方法の 提案、聾唖教 育の 普及 ・振

興 に力 を注 い だ者が い た 。

皿．聾唖教 育の方法的整備 と九州帝国大学医学

　部耳鼻咽喉科学教室の役割

　 1 ．久保猪之吉 と九 州帝国大学医学部耳鼻咽

　　喉科学教室

　久保猪 之吉 （1874−1939） は 、 東大医学部卒

業後、同大附属医院の 副手 ・助手 と して 岡田 の

下で 約 2 年半勤め た後 、 1903 （明治36）年 5 月

か ら1907 （明治40）年 1 月の 問 、 耳鼻咽喉科研

究 の ため ドイツ の フ ライブル グ大学、オー
ス ト

リアの ウ ィ
ーン大学に留学した。久保は、1907

（明治40）年 2 月、京都帝国大学福岡医科大学

に耳鼻咽喉科学教室が開設 されると同時 に教授

として 着任 し、停年となる 1935 （昭和10）年 2

月まで の 28年間、同教室 の 臨床 ・研究を指導し

た （日本耳鼻咽喉科史編纂委員会 匚1983］320−

322；河田 ［1940］）。

　久保の 業績 を研究 ・臨床面か らみれば 、 気道

お よび 食道内視鏡検査法の 日本にお ける最初の

導入 を始め 、 耳鼻咽喉科学領域の 全体にわ た る

（九州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教室 匚1927］

5−15）。

一方、聾唖教育 との 関係 の 側面か らみ

れ ば、無響室、「声音及言語障碍治療部」、久保

記念館 （耳鼻咽喉科博物館 ） の 設立 （い ずれ も

日本で 初例）に よ り、 聴覚疾患に関わ る臨床 ・

基礎研 究の ための 環境整備 に力 を注 い だ こ とを

挙げる こ とが で きる 。 こ うした環境整備に よ っ

て 、後述す る ように、聾唖児 ・者の 聴力検査や

「言語治療」の 臨床
・研 究 に携 わる後進 を育成

して い っ た こ とも、久保 の大 きな業績 で あろ

う。

　久保 も岡田 と同様、聾唖児 ・者 の 教育 ・福祉

の 問題に 関心があ っ た 。 久保は、教育面で は聾

唖児の 聴力評価 を適切 にす る こ とに よ り、小学

校で も聾唖学校で も聴能を活用 した教育が 必要

で あ る こ と （久保 ［1919］10）、 また聾唖 の 予

防の 観点か らは 、 聾唖の 原因を明らか に して そ

の 解消 に 向けて 取 り組む こ とは 「不幸なる 生活

に陥る もの 」を減らすこ とで あ り、その ために

は医師の 努力 だけで な く、社会学者 （遺伝性聾

唖の 予防 と い う点で ）、 心理学者、教育者の 協

力が必 要で ある こ とを主 張 した （久保 ［1916］

6）。

　
一

方久保は、成入聾唖者の 生活自立 の 問題に

も関心があ っ た 。 例 えば、 日本聾唖協会専務理

事 で 聾唖 月報社 主 幹で あ っ た 聾者 ・藤 本敏文

（1893−1976） とは 、 藤本が私立 福岡盲 唖学校 の
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訓導の 頃 （1916．4−1918．8）か ら親交 があ り、岡

田 と同様に 同協会の 名誉理事を務め た 。 また 、

藤本 ら大阪市立聾唖学校 の 聾の 教師た ちが中心

とな っ て 編纂した 『聾唖年鑑』（聾唖 月報社刊，

1935年）に寄せ た序文で は、1934 （昭和 9 ）年

に訪問した ドイ ツ の ラ イ プ ッ ィ ヒ 市立聾唖学校

の 出版部を拠点に卒業生が 聾唖に 関する 情報を

社会に発信 して い た姿と、藤本 らの 当事者 と し

て の 出版活動 とを重 ね合 わせ 、「此編纂はひ と

り同病者間の 燈明台となる計 りで な く
一

般人士

の聾唖 に関する認識 と同情 とを新 たにするで あ

らう」と の 期待 を述 べ て い る 。

　 2．壟唖 に関する臨床 ・研 究環境の整備

　1916 （大正 5）年 5 月、九 大耳鼻科の 新築移

転に伴V丶 日本で最初の 無響 室が設立 された 。

こ の 無響室 の 構造は 、 四方 は煉瓦 で 囲まれ、屋

根は 瓦葺 きとい うもの で あっ た 。 1931 （昭和 6 ）

年 4 月に 入局 し、後に 第 3代教授 となっ た河 田

政
一

（1906−1992）は、次の ように 述懐 して い

る 。 すなわちこ の 無響室は、昭和 10年代 半ば に

東京大学航空研 究所 の 応用音響 学の 専 門家か

ら 、 「無響室 よ りも防音室 と言 っ た方が適 当」

との 評価 を受ける よ うな実体 で あ っ た 。 しか し

河田 は、そ の 中は 「土蔵 に入 っ た ようで 森閑と

して俗世界 とは 隔絶 した環境」で あ り、瓦葺 き

屋根で あ っ た理 由につ い て も、明治末期か ら大

正初期で は 「空か ら の 騒音公害は誰 しも予期 し

得なか っ た と こ ろ で あろ う」 と述 べ
、 そ の設置

意義 を認 め る。河 田 は、医局時代 に こ の 無響室

で連続音叉 を用 い て の 聴力検査 を任 され、そ の

経験を基 に新 しい 検査法の 開発等の 開拓的研究

がで きた とい う　（河田 匚1978］7−10）。

　で は 、 聾唖 の 子 ど もの 聴力検査は い つ 頃か ら

行 われる ように な っ たの か。それ は、聾唖教育

の 全国的潮流か ら考 えて 、 1920年代半ば以降で

ある と考 え られ る 。 例 えば、1926（大正ユ5）年、

大阪大学 医学部耳鼻咽喉科教授の 加藤亨が 口話

法に よ る大阪聾 口話学校 を開校 し 、 官立 東京聾

唖学校 に は難聴学級が 設置され 、 両者で は米 国

ウ ェ ス タ ン
・

エ レク トリ ッ ク社 の 2−A オージ オ

メ ー
タ に よ る 聴力検査 が 実施 され た （川 本

［1954］　251）。

　 こ の ように聾唖教育で 残聴利用の 新 たな教育

が試み られるなか、久保 は、第一
回万 国耳鼻咽

喉科学会出席と併せ て 、 1928 （昭和 3 ）年 5 月

か ら11月に かけて 「言語障碍治療 法設備取 調」

の ために 欧米各国の 視察を行っ た 。 久保は帰国

後 、 大学に対 し、ベ ル リ ン 、 ミュ ン ヘ ン
、

マ ー

ル ブル グ、ウ ィ
ー

ン 、ハ ン ブ ル グ の 各大学の 耳

鼻咽喉科で こ の 分野の 特別の 講座や設備が最 も

整備 されて い る こ とを報告 し、同種の 専門施設

の設置を要求 した （林 ［1968］ 345）。 こ う して

1929 （昭和 4 ）年 ll月 、 「声音及言語障碍治療

部」が 開設 され 、 ドイ ツ で 開発 され た ばか りの

聴力検査 機器 「オ トア ウヂ オ ン」の 他 、 騒音計

や オシ ロ グ ラ フ等の 設備が 整え られ た （河 田

［1978］　9）。

　 こ の 「声音及言語障碍治療部」の聾唖 教育と

の 関わ りを窺 い 知る
一

つ の手が か りは、同部の

臨床に携わ っ た と考え られ る教室関係者の 研究

業績で ある。氏名と研究領域 を例示すれ ば、大

藤敏三 （吃音、声破障害 、 口蓋裂 な ど）、貝田

好美 （吃音、聴唖 な ど）、 田中
一

弘 （難聴、「オ

トア ウヂ オ ン」、 聾唖 の 遺伝）等を挙げ る こ と

が で きる （九州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教

室 ［1932］）。

　い ま一
つ の 手がか りは 、 同部 の 外来患者の 動

向であ る 。 表 1 は 、 1930〜1936年度 の 外来患 者

総数 とそ こ で 聾 、 聾唖 、 唖 （以下、聾唖等）を

疾 患 名 とする患者数の 推移 を示 して い る 。 1932

年度以 降、外来患者全体の 増加と とともに聾唖

等の 総数 も増加 し、 ユ934年度以降は全体の 35％

を超えて い る 。 他 の疾患 は、割合の 多い 順 に、

回帰神経麻痺、喉頭ポ リープ 、 声帯結節が続 く

が 、 1932 年度 に 回帰神 経 麻 痺が患 者全体 の

43．2％ で あ っ た の を除けば、聾唖等 の 割合が最

も大 きか っ た 。 こ の こ とは、聾唖児 ・者や そ の

家族か らの 需要が大 きか っ たこ とを示唆する 。

　要すれば 、 無響室 と 「声音及言語障碍治療部」

の 設置 は 、 聾唖児の聴力評価及び残聴 の あ る者

へ の 教育に 関する基礎的 ・臨床 的研究 を促進す

る もの で あ っ た 。 と くに 、 「声音及言語障碍 治
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Table 　1　声音及言語障碍 治療部 の 聾 ・聾唖 ・唖 の 患者数 の推移

年　度 1930 1931 1932 1933 ユ934 1935 1936

聾 ・聾唖 ・唖 の 合計 11 6 28 33 36 42 38

聾 0 1 0 0 0

聾唖 10 0 28 32 36 42 38

唖 1 6

外来患者 （合計） 28 19 111 ll7 97 llユ 109

聾 ・聾唖 ・唖の 割合 （％〉 39．3 31．6 25．2 28．2 37．1 37．8 34．9

出典 ：九州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教室 （エ932）；九 州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教室 （1938）

療部」へ の 聾唖児 ・者の 需要の 大きさは、聾唖

児 へ の 口話法や聴話法 （聴音法） へ の 関心の 高

まりが あ っ た こ とを推察させ る 。

　 3．福岡県及び全 国の聾唖 教育との 関わり

　そ れ で は、九大耳鼻科に よる福 岡県 の 聾 唖学

校 関係者 へ の 教育方法上 の提案や両者の 連携に

よる教育の実施はあ っ たの か 。 福 岡盲唖 学校 の

記録 に よ れ ば 、 1928 （昭和 3 ）年 4 月以 降、

「口話組残聴 児の 聴力検査 を、九 大耳鼻咽 喉科

教室 にて 、 オージオメ ータ を用 ひて行ふ 」 （福

岡県福岡聾学校 ［1940］84） とある 。 また、同

年 5 月31日付 で、前述の 田中が最初の 耳鼻科校

医（嘱託）を担当 し、以 後、九大耳鼻科の 関係者

が同職 を担当す る よ うに なる （福岡県福 岡聾学

校 ［1940］203−204；207）、 こ の よ うに 、 教室と

福 岡盲唖学校と の 連携に よ る 聴力 評価や 、そ れ

に基づ く教育が徐 々 に推 進 され た こ とが 窺 え

る。

　他方、九大耳鼻科は 、他府 県の聾 唖教育関係

者 に も貢献 す る面 が あ っ た 。 例 えば久保は 、

1918 （大正 7 ）年 7 月の 第 4 回西部盲唖 教育協

議会や （九州帝国大学医学部耳鼻咽喉科学教室

［1927］ 155）、1930 （昭和 5 ）年 7 月の 第 5 回

文部省主催聾唖学校教 員夏期講習会 （い ずれ も

開催担当は福岡盲唖学校）で 「聾唖に就て 」 と

い っ た講演をお こ な っ た 。 後者の 講習会で は、

参加者60名を対象に 、 久保記念館の 聾唖教育 関

係所蔵品 の 供覧、無響室や 「オ トア ウヂ オ ン」

の 見学を行 い 、参加者 に聴力評価の 機器 ・設備

の 必要性 を喚起 させ た と考えられ る 。

】V．ま とめ に か えて

　 これ まで述 べ て きた こ とか ら、明治末期か ら

昭和戦前期 にかけて 、 九大耳鼻科が 聾唖教育の

方法的整備 に
一定の 関与 を した こ とを認 め る こ

とが で きる 。 そ の 関与の 内容を要約すれば 、 第

一
に 、 無響室 、 声音及言語障碍治療部等 の 設置

に よ る 聾唖 や 残聴利用の 基礎的 ・臨床的研 究 の

促進 、 第二 に、臨床 ・研究上 の 知見 に基づ く、

福 岡校 の 口話教育 ・残聴利用の 教育と の 連携、

第三 に、聾 唖教 育関係者 へ の 日本初 の 検査設

備 ・機器 の 紹介 とい う三 点で ある 。

　しか し、 さらに解明す べ き課題は多い 。 その

主な もの を挙げれ ば、第
一

に、明治末期か ら昭

和戦前期 に 聴力検査が行われ た環境下で 、連続

音叉 や オージ オメ ータ を用 い た検査 が どの 程度

の判定力 をもっ たの か とい う点で あ る。 第二 に、

聾唖児の 聴力評価が聾唖学校 の 教育方法上 の 開

発や 、別種の 学校
・学級 の 設置 と い っ た 制度上

の 整備 と どう関係 した の か とい う点であ る 。 第

三 に 、 教育方法の 実質的 な変化が生 じる時期と

その 結果で ある 。 そ して 第四 に、他大学の 耳鼻

咽喉科教室 に よ る 臨床 ・研究活動や 聾唖教育へ

の 関与 との 異 同で ある 、
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佐々 木　順二

年表　内外 の 耳鼻咽喉科学 の 動向と日本 の 聾唖教育 との 関係

日本 の聾唖教 育 久保猪之吉 九大 ・
耳鼻科関 係 耳鼻咽 喉科学

楽善 会訓盲 院、聴 音器 を

1880 明 治13年 使 っ て 、残 聴利用 の 指導

を試 行。

1887 明治20年 金杉英五 郎 、 ドイ ツ 留学

賀古鶴 所、フ ラ ン ス 留学、
後 ドイ ッ へ

。 明 治 22年

帰朝。
オース トリア ：ウル バ ン

1888 明 治 21年 チ ッ チ，V ，，ウ ィ
ーン 聾

学校 生徒 60名 を対 象 に、
肉声 を直接耳に送り込ん

で 聴神経 を覚醒 させ る 訓

練 を実施。（〜1893年）

賀古 鶴所、帰 国後、陸軍

1889 明治22年 軍 医学校 で 耳喉病診断学

の 講 義。
賀 古鶴所 『耳科新書』で

1892 明 治25年 東 京盲唖 学校 で の 検 査結

果を記述。

金 杉 英五 郎、東 京耳鼻咽

喉科 会 を結成 。

ドイ ツ ：ベ ツ オル ド、ミ

1893 明 治 26年
ユ ン ヘ ン 聾唖学 校 生 徒 を

対 象 に、音叉 に よ り音の

高低 と失聴程 度 とを検査

し 、 残存聴力 を活用 した

教 育 を主 張。
3 月、 東京帝国大学 外科

12月、東 京盲唖 学校校 長・ 学 助 教 授 ・岡田 和
一
郎、

小 西信八 、米．英、仏 、 耳 鼻咽 喉科 の 主任候 補 と

1896 明治29年 独 で 盲 ・聾教育 を中心 に
して ドイツ、才

一ス トリア

ひ ろ く教 育 ・杜 会施設 を
留学。ミュ ンヘ ン大の べ ツ

視 察に 出 航。 オル ド、ウ ィ
ー

ン大 の ウ

ル バ ン チ ッ チ か ら聾 唖児

の 「聴力恢復」 を学ぶ 。
第 1 回大 日本耳 鼻咽 喉科

会 総 会開催。
ア メ リ カ ：ゴ ール ドシ ュ

1897 明治30年
タイ ン ，M ．A ，（ウ ル バ ン

チ ッ チ に 学 ぶ ）、聾 児の

聴能訓練の 結果 をア メ リ

力眼科 ・耳鼻 咽喉科学会

で 発 表。
1898 明治31年 9 月．小 西 信八 、帰国 。

12 月、東 京 帝 国 大 学 医

1899 明治32年 科大学に 耳鼻咽 喉科学講

座 設置。岡 田和
一

郎、帰

国後講座担当とな る 。

9 月、岡 田 和一郎、東京
東 大耳 鼻咽喉科 講座 で 外

1900 明治33年
盲 唖学校 で 「聾 唖聴 力回

復 」の 講 義実 施 。12月、
12月、東大 医科 大学卒業。

来診療開始。
オース ト1丿ア ：ア ル ト，F．、

同校嘱託 （〜1901年 3 月）
最初の 電気式携帯用 補聴

器を製作。

1901 明治34年
1 月、東大 副手 ・附属医

院 勤務。7 月、助手。
『大 日本 耳鼻咽喉科 会会

1902 明治35年 報亅 の 編集 ・発行事 務 に

あ た る。
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日 本の 聾唖教育 久保猪 之 吉 九大 ・
耳鼻科関係 耳鼻咽 喉 科 学

5 月、耳 鼻 咽 喉 科 学 研 3 月、京 都帝 国大 学福 岡

東京盲唖学校に 教員練習 究 の た め ド ィ ッ 留 学。 医科 大学設置 の 勅 令。
1903 明治36年 科 設置。岡 田和一郎、同 12月、留 学中 に京都 帝 国

科講 師 嘱 託。 大学 福 岡 医 科大学助 教授

を受命 。

1月、帰国。2 月、京都 2 月、耳 鼻咽喉科 教室 の

1907 明 治40年
帝国大 学福岡医科大 学教

授。耳 鼻咽喉 科教室担 当

開設。
6 月、福 岡医科大 学雑 誌

とな る。8 月、医学博士。 創刊。久保が編集担 当。

1909 明治42年
10月、大 日本 耳鼻咽 喉 科

会 ・九州 地方会発足。

1911 明治44年
4 月、九州帝 国大学 医科

大学教 授。
7 月．英国 出張 （〜

1913 大 正 2 年
1914．1＞。第17回 万 国 医

学会 （ロ ン ドン ）に 日本

代表 と して 出席。

1914 大正 3 年

7 月、夏 目漱石 の 紹 介で

長 塚節 が 耳鼻咽 喉科 に 入

ア メ リカ ： ゴ ール ドシ ュ

タ イ ン 、聾中央研究 所 〔

Central　Institute　for　the
院。

Deaf） を設 立。
5 月、日本で 最 初の 無 響

1916 大正 5 年
室 を設置。

5月、岡 田和
一

郎、欧米

出張か ら戻 る。7 月 「米
1917 大正 6年 国医学の 進歩 」を講演。

7 月21 日、久 保 猪 之 吉、
第 4 回西 部盲唖教 育協議

1918 大正 7 年 会特 別 講演 会で、聾 唖 に

関す る 講演 を実施 （九 大

耳鼻科教 室）。
4 月、九州帝国大 学 医科

1919 大正 8年 大学→九 州帝国大 学 医 学

部

ア メ リカ ； ゴ ール ドシ ュ

工920 大 正 9年 タイ ン 、聴覚法 （acOU 曲 C

method ）を発表 。

ア メリカ ：ベ ル 研 究所 で 、
最 初の 真空管式オ

ージオ

1921 大正1 年 メ ー
タ を 開発 〔IA オ

ー

ジオ メ ータ ）。

1922 大正 11年
日本聾話 学校、4 歳児

一

名 の 早期 教 育 に 着手。
6月、欧 米各国 へ 出張 （〜

1925．2）

12月、同 窓会誌 『四 三 会

会誌」 創刊。

1923 大正 12年
8 月、盲 学校及聾 唖学 校

令公 布。

ア メ リカ ；最初 の 真空 管

補聴器 が 作 られ る。

1924 大 正 13年
大 阪市立 聾学校 に 修業年

限 2 年の 予 科設置。

1925 大正14年
星野 恒行、歯牙 電 動補 聴

器 （ホ シノフォ ン ）を公 表。
米国 か ら　（1A オ

ージ オ

メ ータ ）輸入 。

3 月、加 藤 亨 （大 阪 大 学

医 学 部教授 ）、大 阪放送 で

唖 の 口 話 教育 と題 し て 講

演 。 聾児の 口 話実演放送。
1926 大 正15年 5月、加 藤 亨、口 話 法に よる

大 阪 聾 口話 学 校を開校 。

2A オ
ー

ジオメ
ー

タを使 用。
10月、東 京聾 唖学 校 に 難

聴学級 設 置 。 前年入学者

の うち 3 名の 女児 が 対象。
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佐 々 木　順二

日本 の 聾唖 教育 久保猪之 吉 九 大 ・
耳鼻科関 係 耳鼻咽 喉 科学

4 月〜、東京聾唖 学校、
初 等 部 児 童 を対 象 に 2A

オ
ー

ジ オ メ ー
タ に よ る聴

1927 昭 和 2 年 力検 査 を実施。 2 月、久保記念館 開館。
日本聾話学校、ア メ リ カ

か ら真 空管式集 団補聴 器

の 寄贈を受ける 。

・東京 聾唖 学校、4 〜6 1 月、『月刊耳鼻咽 喉科

歳 を対象とす る 予 科設 学』 創刊 （主 幹 ：久保 猪

置。 之吉）
・こ の 頃 か ら、い くつ か の 5 月、　 「言 語 障 碍 治療 法 1 月、r日 本 耳鼻 咽 喉 科

聾 唖 学 校 で 「聴 音 法 」 設備 取調 ヲ 嘱託」 され、 学 年 報 』、九 大 を拠 点 に

が 採 用 され る （滋 賀、 欧 米 各 国 へ 出 張 （〜11 発行 （1934．1 ま で 〉

岡 山、広島、熊本、馬 月 ）。 7〜8 月、第
一

回

1928 昭和 3 年 淵 横 須 賀1な どの 各学 万 国耳鼻 咽喉科学会 （コ

校） ペ ン ハ
ーゲ ン ） に 日本 代

ア メ リカ ：ペ ン シ ル ベ ニ 表と して 出席。
ア 聾学 校 で 集 団補聴 器 を

使 っ た指導が 開始され る。
イ ギ リス ：マ ン チ ェ ス タ ・
一大 学聾教育 学部 が集 団

補聴 器 を製 作 し、聴 能 訓

練を実施。 多感覚法を と

る。
11月．　 「声音 言語 障碍 治

1929 昭和 4 年
ll月、　『臨床耳鼻咽喉科

学亅 出 版 。

療 部 」 を新設 し、診療 開

始。
聴力 検査 機器 ・「オ トア

ウヂ オ ン」 を 導入 。

1930 昭和 5 年

7 月23 日、久保 猪之 吉、
第 5 回 文部省 主 催聾 唖 学

校 教員 夏期講 習会 （福 岡

県 立図 書館 開催 ）で 「聾

唖 に 就 て 」講演 。

7 月24 日、左 記講 習会 会

員60名 が 教室参観。
→  久保記念 館 の 聾唖教

育 関係参考 品の 陳列 ・供
覧。  「オトアウヂ オン」

見 学。  無響室 見 学。
加藤 亨、リッ カ ーフ ォ ン を

開発 し、聴 話教育 を実施。 3 月、九 大 医学部 人学試

1932 昭和 7年
日本 聾唖教 育会、　 「聴話

練 習の 具体 的方案 」 につ

験の 身体検査 に 際 し、「声
音言 語障碍検査」 も併せ

い て 宿題報 告 を実 施。福 て 実施。
岡校・久保 山 トモ も報告。

4 月、久 保 猪 之 吉 編 『日

本 耳鼻咽 喉科学 全書』 刊

行 開 始 （全 11巻 予 定。
1942年まで 刊行 。 未完）。

第 3巻 は 「聴器 疾 患 ノニ 」

と題 し、全編 を 通 じて 聾

唖に 関す る事項 （  教育

更、  本邦教 育の 沿革と

1933 昭和 8年 理 想、  原 因、  統 計、
  解剖 、  声音 及 言語、
  検 査法、  言 語教育 ）

で あ り、執筆は 川 本宇之

介 （      ）、九大 耳鼻

科 の 内 田徒志 （      ）

と貝 田 好 美 （  ）、大 阪回

生 病 院 の 浅 井 健吉 （  ）

で ある。
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明治末期か ら昭和戦前期 の 耳鼻咽喉 科医 師 に よる 聾唖 教 育へ の 関与

日本の 聾唖教育 久保猪之吉 九大
・
耳鼻科関係 耳鼻咽喉科学

9 月、東京市 小 石 川 区 礫

川尋常小 学校 に難聴学 級

設置。
文部省、日本 聾唖教育 会

1934 昭和 9年 に 「残聴 を有する児童 の

教 育に 関 し、最も適切な

る 方法如 何」 と題す る 諮

問 （川本 宇之 介の 提案 に

よ る ）。
5 月、大 日本耳鼻咽喉科

3 月 、 r聾唖年鑑』刊行。 会、総会 で 「難聴者 保護

1935 昭和 10年
久保猪之 吉及 び 川本宇 之

介がそれ ぞれ 序文を寄せ

2 月、停年 退 職。5月、
九州帝 国大 学名誉教授 。

週 間 」 （聾 教 育 振 興 会 〉

に 賛 同。
る。 才

一
ジ オ メ

ー
タ
ー、国 産

化。
春、福 岡県 福 岡聾学 校 生

徒 の 体格検 査 の 際 に耳鼻

1939 昭和 14年 11月12目、死去。 咽喉 科的調査 を実施。「残

聴ア リ ト思 ハ ル ル 者」が

428％ とい う結 果を得る 。

（年表作 成に あ た り参考 した 文 献）

・川本字之 介 （1954）ろ う言語 教育新講．全国聾学校 長会，
・九州帝 国大学医学 部耳鼻咽喉 科学 教 室 （1927）廿年 史．私家版．
・九 州帝 国大学医 学部耳鼻咽喉科教 室 （1932）廿五 年史．私家版．
・九州帝 国大学医 学部耳鼻咽喉科教 室 （1938）三 十年 史．私家版．
・
四 三 会 誌　第31号 　久保猪之 吉先 生追悼号 （1940）．
・末光俊 平 ・田 原 昭 （編） （1940） 九州 地 方会 第百 八 十 七 回 集会記事．大 日本耳鼻咽喉科 会会報，46 （4），pp．　202−206．
・東京教 育大学 附属 聾学校 （1975）東京教 育大学附属聾 学校 の 教育

一
そ の 百年の 歴史

一，私 家版．
・日本耳鼻咽喉科史編纂委員会 （編 ）　（1983） 日本 耳 鼻咽 喉科 史，日本耳鼻咽喉 科学会．
・福岡県福 岡聾学校 （1940）福岡聾学校三 十年史．私家 版．
・文部省 （1992）聴覚障害教育の 手引 き一聴覚 を活用 する 指導一．海文堂．

付記

　九州大学大学 院医学研究院耳鼻咽喉科図書室

で の 資料収集 、 久保記念館の 見学を許可 くだ さ

い ました 関係者の皆様 に感謝 い た します 。 なお

本研 究は 、 文部科学省科学研究費補助金若手研

究 （B ）「日本 の 聴覚障害教育 の 制 度的 ・方法

的整備 と ドイ ツ情報の 影響 に関す る比較教育学

的研 究」 の研 究成果の
一

部で あ り、 ろ う教育科

学会第50回大会にお い て 口頭発表 した 内容に加

筆 し、修正 を加えた もの で ある 。
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一

Otorhinolaryngologistsl　participation　in　the　deve且  pment 　of 　education 　for　the　deaf　in　Japan
，

　　　　　　　　　　1896−1940 ：focusing　on 　Kyushu　lmperial　University

Jyunji　SASAKI

　The 　present　study 　investigated　how 　otorhinelaryngologists 　participated　in　the　development

of　education 　for　the　deaf　in　Japan　during　l896−1940，　focusing　on 　the　chair 　of　otorhinolaryngology 　of

Kyushu 　lmperial　University．　The　chair
’
s　contrlbution 　was 　as 　fbllows：（1）setting 　up 　an 　anechoic 　room

and 　phonetic　and 　speech 　therapy 　branch　whereby 　basic　research 　ofdeafhess 　and 　of 　evaluation 　and 　use

ofresidual 　hearing　became　possible，（2）based　on　clinical 　and 　scientific 　understanding ，　the　staff 　ofthe

chair　cooperated 　with 　teachers　of 　Fukuoka　School　for　the　Deaf　in　the　same 　prefecture　in　introducing

oral 　and 　aural 　method 　of 　education ，（3）introducing　new 　facilities　and 　devices　to　educators 　of 　the　deaf

at　the　national　level．　Further　investigation　must 　be　done　to　clarify 　the　practical　effect　of 　hearing　test　at

the　time 　and 　otorhinolaryngologists
’influence　on 　the　development　ofeducational 　system 　and 　method

for　the　deaf．

Key 　Words ： education 　fer　the　deaf，　otorhynola 【yngology ，
　Kyushu 　lmperial　University，

　　　　　 anechoic 　room ，　phonetic　and 　speech 　therapy
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